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日本語が達者なスペイン人の友人に、お酒を勧めると、
「エ少しお願いします」とこたえてくれる。 「エエ、少し」という返事ではなく、
eskosi ﹇エスコシ﹈
と言っているので
ある。 「捨てる」も「エ捨てる」に聞こえるし、英語を話すときも、
“I espeak eSpanish ” ﹇アイ・エスピーク・エスパニ
シュ﹈
と語頭のｓとその後に続く子音との結合があればそ
の前にエを付けてしまうのである。
スペイン語に入った英語、例えば、
estrés [estrés] （
stress
ストレス）
、
estándar [estándar] （
standard
標準）
、
escáner [eská-
ner] （
scanner
スキャナー）
もそうである。イタリア語の
spa-
ghetti （スパゲッティ）
までが、スペインのレストランでは
espaguetis [espagétis] と書かれている。
実は、スペイン語では、語頭 〈ｓ＋子音〉の子音クラ
スターが許容されないという事情がある。
scanner
であれ
ば、
sc- の子音結合はスペイン語にはないので、
escáner
とｅを添加させることによって、
es / cá / ner
のように切
ることができ、単純な音節の連続が確保されるというわけだ。このような語頭の〈ｓ＋子音〉に添えられるｅは語頭添加母音
（
prothetic vow
el ）
e- と呼ばれている。
スペイン語の歴史をふりかえると、語頭添加母音
e- は
ラテン語からロマンス語への変容期に現れている
（初期に
はｉの記録がある）
。ラテン語
scholam
（学校）
で比べてみよ
う
（表１）
。
語頭添加母音
e- はフランス語、スペイン語、ポルトガ
ル語など「西ロマンス語」に特有であり、イタリア語やルーマニア語など「東ロマンス語」では、ちょうど英語で学校が
school になっているように、
[sk-] や
[ʃk-] のままｓの
仲間が残っている。フランス語ではその後ｓが失われて、
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
文献案内福嶌教隆『スペイン語の贈り物』現代書館、二〇〇四年高垣敏博監修、菊田和佳子・二宮哲・西村君代編『スペイン語学概
論』くろしお出版、二〇一五年
寺﨑英樹・山崎信三・近藤豊編『スペイン語の世界』世界思想社、
一九九九年
逆にこの母音だけが残っているようだ。こうしてｅを伴う形がスペイン語の単語の特徴となる。英語と比べてみるとわかりやすい。espíritu [espíritu] （
spirit 精神）
、
estudio [estú đjo]
（
study
研究）
、
E
spaña [espaɲa] （
Spain
スペイン）
、
espacio [espáș jo] （
space 空間）
、
esqui [eskí] （
ski 
スキー）
のようにｅが目立つ。
でもどうして、西ロマンス語に母音が添加
され、東ロマンス語にはされないのか、また、なぜ母音のｅなのだろうか。
ここで言語の使用実態を考えると、単 と
いうものは単独で発音されるので なく、文の連続体の中で用いられ、前後の文の流れの中にあって一つの語の語頭は前の語や文の末尾につながる。こうして語頭の〈ｓ＋子音
〉
の結合は、語末の複数語尾などの
-es （例：
hotel/ hoteles
ホテル）
と並んで出てきたりする。
こうして音素配列
（
phonotactic ）
上の同型性に
よって、語末の
/-es/
と全く同じ語頭の音節
/es-/
が成立していくことになるのではと考
えている。そ すると、複数語尾が
-s
で終
るスペイン語や、フランス語、ポルトガル
のような西ロマンス語では語頭にｅが添加されるのに対し、-s
を用いずに、母音の
-i や
-e
で複数が標示されるイタリ
ア語などでは、母音添加の必要 なく、そのまま〈ｓ＋子音〉が残っていてもおかしくない。しかし、これではたして傍証になると言えるだろうか。
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SCHOLAM escola escuela école scuola şcuolă
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